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Society 5.0 は、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を⾼度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解
決を両⽴する、⼈間中⼼の社会の実現を⽬指したものであり、その実現には⼈⽂科学を含めたあらゆる分野の参画が必要となってきている。特に、
複雑化、グローバル化する課題に対しては、⼈⽂科学がその議論を先導していくことが期待されている。
また、Society 5.0の実現に向けて定められた「⼈間中⼼のAI社会原則※」は、AIが社会に受け⼊れられ適正に利⽤されるための留意点を整理

したものであり、教育・リテラシーの原則には開発者に求められるリテラシーとして、社会に役⽴つAI開発の観点から「ビジネスモデルや規範意識を含む
社会科学や倫理等、⼈⽂科学に関する素養」、イノベーションの原則にはAIを安⼼して社会実装するために、AI⼯学の確⽴とともに「倫理的側⾯、
経済的側⾯など幅広い学問の確⽴及び発展」が挙げられている
さらに、Society 5.0の実現に向けた鍵となるAIに関する取り組みをまとめた「AI戦略2019」においても、前述の「⼈間中⼼のAI社会原則」に基

づき、「「数理・データサイエンス・AI」に関する知識・技能と、⼈⽂社会芸術系の教養をもとに、新しい社会の在り⽅や製品・サービスをデザインする能
⼒が重要」と述べられている。
※ 平成31年3⽉29⽇ 統合イノベーション戦略推進会議決定

科学技術の社会実装に関しては、 AI、遺伝⼦診断、⾃動⾛⾏技術等に⾒られるように、倫理的・法制度的な課題について社会として意思決
定が必要になる事例が増加しつつある。
第5期科学技術基本計画においても、倫理的・法制度的・社会的取組（いわゆるELSI（Ethical, Legal and Social Issues））の必要性

が掲げられ、この課題解決に向けた知⾒を⼈⽂社会科学に求める期待が⾼まっている。

倫理的・法制度的な課題が議論となった事例

遺伝⼦診断については、2013年4⽉より「⺟体⾎を⽤いた出⽣前遺伝
学的検査（NIPT）」が実施され、2018年9⽉末までで6万⼈以上が受
検している。「医療における遺伝学的検査・診断に関するガイドライン」
（⽇本医学会）には、「遺伝学的検査・診断では⽣涯変化せず、⾎縁
者にも影響を与えうる個⼈の遺伝情報を扱うため、その特性に⼗分配慮し
た対応が求められる。また、その前提として、遺伝⼦の変化に基づく疾患・
病態や遺伝型を例外的なものとせず、⼈の多様性として理解し、その多様
性と独⾃性を尊重する姿勢で臨むことも求められる。」と記載があり、倫理
的な視点に触れ社会としての対応を求めている。
出典︓「NIPTコンソーシアムホームページ」及び「医療における遺伝学的

検査・診断に関するガイドライン ⽇本医学会2011年2⽉」をもとに内閣
府にて作成

遺伝子診断
現在、⾃動ブレーキや⾞線維持などの技術が実⽤化済みであり、

2020年までに⾼速道路におけるハンドル⾃動操作、エリアを限定し
た無⼈⾃動⾛⾏移動サービスを実施、2025年を⽬途に完全⾃動
⾛⾏を⾒込んでいる。2018年4⽉に上記の動きに合わせた法制度
の在り⽅を検討するため、政府⽅針として「⾃動運転に係る制度整
備⼤綱」を定めている。
出典︓「⾃動運転に係る制度整備⼤綱 ⾼度情報通信ネット

ワーク社会推進戦略本部・官⺠データ活⽤推進戦略会議平成30
年4⽉17⽇」及び「国⼟交通省⾃動運転戦略本部 第1回会合
資料2」をもとに内閣府にて作成

自動走行技術

⼈⽂科学とイノベーションの関わり ELSIの重要性の⾼まり

⼈⽂科学とイノベーションの関わり Society 5.0の実現

マイクロソフトは2018年に「The Future Computed︓⼈⼯知
能とその社会における役割」を発表し、「コンピューターが⼈間の様に
振る舞うようになるにつれ、社会科学や⼈⽂科学が今まで以上に重
要になる、（中略）、AIが⼈類へ貢献の可能性を最⼤限に発揮す
るためには、あらゆるエンジニアがリベラルアーツについて学び、あらゆる
リベラルアーツ学部の学⽣がエンジニアリングを学ぶことが必要」と記載
している。

EUの研究資⾦提供プログラムHorizon2020の開始に先⽴ち、欧州の⼈⽂・社会科学分野の代表者による会議（2013.9開催）にて採択され
た「ビルニウス宣⾔」では、研究成果を社会の中に具体化しイノベーションを実現するには、⼈⽂・社会科学の”インテグレーション”が不可⽋であり、⼈
⽂・社会科学は「これに貢献する準備が整っている」としており、Horizon2020では、⼈⽂・社会科学の領域が組み込まれた形で設計されている。
出典︓⾃然科学と⼈⽂・社会科学との連携を具体化するために-連携⽅策と先⾏事例 国⽴研究開発法⼈ 科学技術振興機構 研究開発戦

略センター

⼤学における取組 企業における取組

※ホームページから収集した情報をもとに内閣府にて作成

欧州連合（EU）における取組

AIの社会的影響について学際的に研究する組織として、AI Now 
Institute を設置（2017年）
出典︓総務省AIネットワーク社会推進会議 第8回 資料2より

抜粋

ニューヨーク大学 AI Now Institute

MITの研究所の⼀つにMITメディアラボがあり、AI、ブロックチェーン、
合成⽣物学など、デザイン・サイエンス・テクノロジーの研究がより良い
社会作りに反映されるよう取り組んでいる。
出典︓MITメディアラボ ホームページの情報をもとに内閣府にて

作成

マサチューセッツ工科大学 MITメディアラボ

⽂系理系問わず多様なバックグラウンドの学⽣が集まり、どの学部・
⼤学院に属していても受講できるという授業であり、フィールドワークを
通じ、「Design thinking(デザイン思考）」を学ぶことができる。
出典︓経済産業省産業競争⼒とデザインを考える研究会 第5

回 資料1より抜粋

スタンフォード大学 d.school

X（旧Google X）は、Alphabet 傘下の研究開発機関であり、
物理学者、芸術家、ファッションデザイナーなど、様々な分野のチーム
が集まって、これまで誰も試したことのない新しいアイデアを⽣み出して
いる。

X（旧Google X）

Appleの創業者であるスティーブジョブズ⽒は以下のように述べてい
る。
「It is in Appleʼs DNA that technology alone is not 

enough - itʼs technology married with liberal arts , 
married with the humanities , that yields us the 
results that make our heart sing.」

Apple

マイクロソフト

⼈⽂科学とイノベーションの関わり 海外の動向
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